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23. サヤインゲンの高温による落花と変形英の発生

〔要約〕サヤインゲンでは開花前 10日頃の壺星ぶよる花粉稔性、あるいは開花当日および前日の愚盪：

による花粉管伸長阻害のため不受精となり落花する。開花後の塵盪は受精した胚珠の発育を阻害し、医

彪衷を発生させる。
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［背景・ねらい］

熱帯 ・亜熱帯地域では、高温ストレスのため作物の生産が不安定である。果菜類において生殖生長期

に発生する高温障害は収盟に大きな影響を及ぼす。 しかし、高温により影聾を受ける生殖生長期の現象

については不明な点が多い。サヤインゲンでは高湿になると収量が減少するが、それは落花や変形英の

発生が関与している。そこで落花や変形英の発生要因を花粉稔性、胚珠発育などの発育生理の視点から

検討する。

［成果の内容•特徴］

I. サヤインゲンは夏期の高湿条件下では、着英率が低下し、変形英が出現するため良英収量が減少する

（医II)。

2. 開花前 JO日頃の高温は花粉稔性を低下させる （平成 II年度国際農業研究成果情報）。それは花粉 l

核期の蒟組織のタペー ト細胞の小胞休異常を引き起こし、タペート細胞の崩壊時期が早まることに起

因する （図2)。

3. 花粉稔性が低くなると充実花粉が減り 、約が裂開せず、不受精の原因となる。（図 3)。

4. 開花当日および前日の高温は、花粉の成熟に影響を与え、子房内での花粉管伸長を阻害する。（図4)。

5. 変形英の発生は、花粉管が花柄側の胚珠まで届かないため胚珠が不受精となること 、及び開花後の高

温により受精した胚珠が生育不良を起こすことが原因である （図5)。

［成果の活用面・留意点］

本研究で扱う高温とは、ほ場条件下で生殖生長期におけるサヤインゲンの収慨が影評を受ける日平均

気温が約 28℃以上の温度である。
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図4 高温処理後の子房内の花粉管侵入胚珠率の変化

適：適温（設定温度27/23゚C) 高：高温処理日（設定温度29~34゚C、
18時間、人工照明下）1 : 高温処理1日後（適温下）2: 高温処理2
日後（適温下）
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図2 花粉 1核期の病のタペート細胞の小胞体
上：適温下 （ほ場平均24℃)、下：商温下 （ほ場平均29℃) 
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図5 ほ場で採取した変形英における子房内の位置別の胚珠の生育
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